
土地改良団体における男女共同参画
土地改良区組合員からの女性理事登用事例

令和４年９月１日に理事に就任。
現在１期目。他に農業委員も務め
る。８年前から農業に従事。
母と兄の３人暮らし。

Q．理事就任依頼の話を受けたと
きの率直な気持ちは？
深く考えずに返事をしました。

監事の経験がある父親から、土地
改良区役員の話を詳しく聞いたこ
とはありませんでしたが、｢１つくらい
やってもよいかな」と当時は軽い気持ちで承諾しました。

Q．実際、理事に就任して感じたことはありますか？
土地改良区の仕事を通じで、様々な地域の人との繋がりが増えま

した。いろいろな人と関わりが持て、新たな発見がありました。以
前までは比布町内の農家でも知らない人が多く、特定の人といつも
顔を合わせていたのが、理事就任後は知り合いも増え、自分自身の
勉強にもなっています。私の他にもう１人女性の理事がいれば、今
以上に相談しやすくて良いなと思います。
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所在地：北海道旭川市
面 積：11,436.4ha 組合員：870人
総 代：51人（うち女性０名）
理 事：14人（うち女性１名 ）
監 事：３人（うち女性０名）
職 員：21人（うち女性３名）

大雪土地改良区

Q．女性理事登用10％の目標に向けて、どのように推進したら良いと思いますか？
昔に比べ女性の社会進出が進んでいますが、土地改良区においては、｢土地改良

区は男性の仕事｣・｢無理して女性を登用し
なくても｣という固定概念が強いと思いま
す。ただ、若い年代の人は女性が理事に就
任することに抵抗がないと思うので、若い
世代の方々の意見を積極的に取り入れてい
けば良いのではないかと思います。
また、土地改良区の職員に占める女性割

合も低いので、土地改良区の女性職員も増
えれば今以上に進んで行くのではないでしょ
うか。

Q．理事就任前後の改良区のイメージは？
就任前は｢水路等の工事に関わる人｣・｢水漏れの時に連絡するところ｣という

イメージしかありませんでした。
実際、理事に就任してみると思っていたよりも複雑で、私は総務委員なので取

り扱っているお金がとても大きいことや、JICAの受け入れを行っていることなど
は知りませんでした。また、専門用語が多く｢頭首工｣がわからなくて実際見に行
きました。覚えることは多いですが、理事⾧や参事に何でも相談しやすい環境に
あり、他の役員の方々のサポートもあるので１人で悩むことはありません。

女性理事登用について

Q．理事の仕事と農業・家事の両立
は大変ですか？
理事会がある時は午前中に開催

されることが多く、午後から農作
業をしています。家族のサポート
もありますし、無理せずメリハリ
つけて行っているので特に大変だ
と思った事はありません。家族で
よく話し合い、疲れた時は割り切
って休むようにしているので負担
にもなっていません。


